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肝
臓
は

　

 

ど
ん
な
働
き
を
し
て
い
る
の
？

　

肝
臓
は
、
上
腹
部
の
右
側
に
位
置
し
、

い
ろ
い
ろ
な
物
質
を
分
解
し
た
り
（
解
毒

作
用
）、
体
に
必
要
な
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

や
た
ん
ぱ
く
質
を
合
成
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
工
場
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
〔
図
1
〕。
心
臓
や
肺
と

と
も
に
、
な
く
て
は
生
き
て
い
け
な
い
臓

器
の
1
つ
で
す
。

肝
障
害
は

　
　

 

ど
ん
な
原
因
で
お
こ
る
の
？

　

肝
障
害
の
3
大
原
因
と
言
わ
れ
て
い
る

の
は
、
薬
剤
、
ア
ル
コ
ー
ル
、
そ
し
て
ウ

イ
ル
ス
で
す
。
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
は
、Ａ
型

か
ら
Ｅ
型
な
ど
、
複
数
の
種
類
が
あ
り
、

日
本
で
は
、Ｃ
型
肝
炎
に
約
2
0
0
万
人
、

Ｂ
型
肝
炎
に
約
1
5
0
万
人
が
感
染
し
て

い
る
と
推
測
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る
と

　
　
　
　

 

ど
ん
な
症
状
が
で
る
の
？

　

Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る
と
、

急
性
肝
炎
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、

多
く
の
場
合
、
慢
性
肝
炎
に
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
も
、

な
ん
と
な
く
体
が
だ
る
い
・
疲
れ
や
す
い

な
ど
の
倦
怠
感
や
微
熱
と
い
っ
た
、
風
邪

に
似
た
症
状
く
ら
い
し
か
出
な
い
た
め
、

多
く
の
場
合
、
感
染
し
た
こ
と
に
気
づ
き

ま
せ
ん
。
感
染
後
も
症
状
に
乏
し
い
こ
と

が
多
い
た
め
、
健
康
診
断
や
他
の
症
状
で

医
療
機
関
を
受
診
し
た
際
に
肝
障
害
を
指

摘
さ
れ
、
検
査
を
し
て
発
見
さ
れ
る
こ
と

が
多
い
の
で
す
。

　

人
間
ド
ッ
ク
な
ど
で
は
、Ｃ
型
肝
炎
の

抗
体
が
項
目
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
多

い
で
す
。
な
か
な
か
症
状
が
出
な
い
こ
と

か
ら
、「
沈
黙
の
臓
器
」
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

治
療
し
な
い
と
ど
う
な
る
の
？

　

Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
が
肝
細
胞
に
感
染

す
る
と
、
免
疫
に
よ
っ
て
感
染
し
た
細
胞

が
壊
死
（
細
胞
が
死
ぬ
こ
と
）
し
、
再
生

さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
繰
り
返
し
て
い
き

ま
す
。
肝
細
胞
が
こ
の
よ
う
な
障
害
を
受

け
る
と
、
肝
細
胞
に
存
在
す
る
酵
素
の
Ｇ

Ｏ
Ｔ
、Ｇ
Ｐ
Ｔ
※
が
血
液
中
に
流
れ
出
し
、

数
値
が
上
昇
し
ま
す
。
壊
死
と
再
生
が
繰

り
返
さ
れ
る
こ
と
が
続
く
た
め
、
治
療
を

し
な
け
れ
ば
、
慢
性
肝
炎
か
ら
肝
硬
変
に

な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
〔
図
2
〕。

　

一
般
に
は
、
慢
性
肝
炎
か
ら
肝
硬
変
に

な
る
ま
で
、
20
〜
30
年
程
度
か
か
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。Ｇ
Ｏ
Ｔ
、Ｇ
Ｐ
Ｔ
値
が
高

い
と
壊
死
と
再
生
が
盛
ん
に
繰
り
返
さ
れ

る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
た
め
、
比
較
的

短
い
期
間
で
肝
硬
変
に
な
っ
て
し
ま
う
可

能
性
が
あ
り
、
肝
が
ん
発
生
の
危
険
度
も

高
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
〔
図
3
〕。
肝

機
能
（
Ｇ
Ｏ
Ｔ
、Ｇ
Ｐ
Ｔ
値
）
の
正
常
値
が

持
続
す
る
場
合
な
ど
、
時
間
が
た
っ
て
も

肝
硬
変
に
な
ら
ず
に
慢
性
肝
炎
の
ま
ま
で

あ
る
場
合
も
ま
れ
に
あ
り
ま
す
。

ウ
イ
ル
ス
に
は

　
　

 
ど
ん
な
タ
イ
プ
が
あ
る
の
？

　

Ｃ
型
肝
炎
は
ウ
イ
ル
ス
の
型
に
よ
り
、

1
型
と
2
型
の
2
つ
の
タ
イ
プ
に
分
け
ら

れ
、
治
療
法
も
異
な
り
ま
す
。
日
本
人
は
、

約
7
割
の
人
が
1
型
で
、
3
割
の
人
が
2

型
で
す
。
以
前
は
、「
2
型
は
治
療
に
反

応
す
る
が
、
1
型
は
難
治
性
」
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
現
在
は
、
1

型
で
も
80
〜
90
％
の
割
合
で
、
ウ
イ
ル
ス

を
消
失
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ど
ん
な
治
療
法
が
あ
る
の
？

　

治
療
法
は
①
Ｇ
Ｏ
Ｔ
、Ｇ
Ｐ
Ｔ
値
を
下

げ
て
、
肝
硬
変
へ
の
移
行
を
遅
ら
せ
る
た

め
に
、
ウ
ル
ソ
デ
オ
キ
シ
コ
ー
ル
酸
の
内

服
や
、
強
力
ネ
オ
ミ
ノ
フ
ァ
ー
ゲ
ン
Ｃ

（
強
ミ
ノ
）
を
週
に
何
回
か
注
射
す
る
治

療
法
と
、②
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療
と

い
う
、
ウ
イ
ル
ス
を
完
全
に
排
除
す
る
治

療
法
（
根
治
的
治
療
）
の
大
き
く
2
種
類

あ
り
ま
す
。②
に
つ
い
て
は
次
の
ペ
ー
ジ

で
詳
し
く
説
明
し
ま
す
〔
図
4
・
5
〕。

た

は
ら

と
し

ゆ
き

特　集

Ｃ
型
肝
炎
の
治
療
に
つ
い
て

Ｃ
型
肝
炎
の
治
療
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つ
い
て
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し
く
理
解
し
て
お
き
た
い
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消
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図1：肝臓の位置と構造・働き図2：Ｃ型肝炎の自然経過

写真：独立行政法人　国立国際医療研究センター
　　　肝炎情報センター

発症に気づかないまま20～30年経過し、
がんへと進行しまうことがあるので、
早めの検査が大切です。
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解毒

胆汁の生成
・分泌

食事で摂った脂肪やたんぱく質、糖などの
栄養素を、体で使うエネルギーへと変換する

アルコール・有害な物質（老廃物など）を
分解して体に悪影響が出ないように解毒する

胆汁※を生成・分泌する
※脂肪の消化・吸収に重要な役割を果たす

肝臓の機能は、
大きく分けて3つ
あります。

小腸 糖糖
胆 汁胆 汁

脂 肪脂 肪

栄養素
栄養素

有害物質
有害物質

血液
腸厚生労働省の研究に

よると、ＧＰＴの値が
異常値の方は、
肝がん発生の危険性が
高いと言われています。

肝
臓
の
機
能

図3：ＧＰＴの数値について

GPT値と肝がん発生の関係 GPT値

GPT

1.0

10.5倍 31以上 51以上

25.2倍

43.9倍

約60～80%
の方

約30～40%
の方

約70%
の方

発症から1～3か月 発症から5～15年 発症から20年 発症から20～30年

急性肝炎 慢性肝炎 肝硬変 肝がん

Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染

肝がん発生の
危険度

異常として
認識すべき値

受診が
勧められる値

栄養素の貯蔵と加工
胃腸から吸収された栄養素
を糖・脂肪・たんぱく質に
加工し、貯蔵も行う。

血液凝固因子の生成
止血物質を生成する。

有害物質の解毒
胃腸から吸収された有害物
質（薬剤・アルコールな
ど）の解毒を行う。

胆汁の生成と分泌
消化・吸収を助け、身体に
不必要なものを排泄する。

血液の貯蔵
全身の血液の約15%を貯蔵
している。

た
ん
ぱ
く

た
ん
ぱ
く

※　

ど
ち
ら
も
肝
臓
の
細
胞
の
中
に
あ
る
酵
素
で
す
。
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図4：Ｃ型肝炎の治療法

週1回

1日2回（毎日）

毎日内服

　

厚
生
労
働
省
と
都
道
府
県
で
は
、Ｂ
型
・

Ｃ
型
肝
炎
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療
に

対
す
る
医
療
費
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

栃
木
県
で
の
流
れ
は
次
の
通
り
で
す
。

①
患
者
さ
ま
が
お
住
ま
い
の
地
域
を
管
轄

し
て
い
る
保
健
所
等
に
、
治
療
を
必
要
と

し
て
い
る
こ
と
を
示
す
診
断
書
な
ど
、
必

要
書
類
を
提
出
し
ま
す
。

②
県
は
申
請
書
を
受
け
取
っ
た
後
、
専
門

医
で
あ
る
認
定
審
査
委
員
の
複
数
意
見
に

基
づ
き
、
医
学
的
な
審
査
を
行
い
ま
す
。

③
助
成
の
対
象
に
決
定
し
た
方
に
は
、
受

給
者
証
が
発
行
さ
れ
ま
す
。

　

医
療
機
関
で
肝
炎
の
治
療
を
受
け
る
際

は
、
必
ず
窓
口
で
保
険
証
と
一
緒
に
受
給

者
証
を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。

肝
炎
治
療
に
係
る
医
療
費
助
成
に
つ
い
て

※　

受
給
者
証
の
有
効
期
間
は
、
申
請
書
を
受
理

し
た
日
の
属
す
る
月
の
初
日
か
ら
、
1
年
以

内
で
す
。
更
新
申
請
は
、
受
給
者
証
の
有
効

期
間
満
了
日
よ
り
約
1
〜
2
ヶ
月
前
ま
で
に
、

保
健
所
等
で
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※　

申
請
書
の
受
付
か
ら
結
果
通
知
ま
で
、
2
〜

3
ヶ
月
の
期
間
を
要
し
ま
す
。
た
だ
し
、
そ

の
期
間
内
に
医
療
費
を
支
払
っ
た
場
合
に
は
、

受
給
者
証
を
受
け
取
っ
た
後
に
、
保
健
所
等

に
治
療
費
の
請
求
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ウルソデオキシコール酸

※肝庇護剤とは、肝臓の組織がウイルス性肝炎によって破壊されるのを防ぎ、肝機能を回復させるための薬です。
　肝炎ウイルスに対して直接作用するものではなく、長期的に使用することによって症状を改善させます。

分類

かんひござい

肝庇護剤※

薬剤名

強力ネオミノファーゲンＣ

特徴

抗ウイルス剤 インターフェロン
インターフェロンは、肝炎ウイルスの増殖を抑え、最終的にはウイルスを破壊すると考
えられています。しかし、この薬には効く人・効かない人がおり、治療を開始するため
の条件が決められています。

静脈注射によって治療を行うもので、肝臓の炎症を抑えて病状の進行を食い止める働き
があります。しかし、ウイルスそのものを攻撃する働きはなく、免疫力を高めることで
症状の改善を目指すものです。

肝臓を保護する作用や、胆汁の流れを改善する作用があり、免疫調節作用もあるといわ
れています。

階層区分

世帯の市町村民税
課税年額が

235,000円以上

世帯の市町村民税
課税年額が

235,000円未満

自己負担限度額
（月額）

20,000円

10,000円

医療費助成受給までの流れ

❶申請

患者さま

保健所 栃木県

医療機関

❹受診

❸受給者証の交付

❷審査

図5：インターフェロン治療（2剤もしくは3剤併用療法）のスケジュール

0 24週6週 12週

約6か月～12か月
（24～48週）
またはそれ以上

※薬により、通院する回数や治療期間は異なります
※平成25年12月現在

ペグインターフェロン
（注射）

リバビリン
（内服）

シメプレビル
・

テラプレビル
（内服）

投与期間

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療
は

　
　
　
　
　 

ど
ん
な
治
療
な
の
？

　

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療
は
、
2
つ
の

働
き
で
、Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
作
用
し

ま
す
。
1
つ
は
、
免
疫
力
を
上
げ
る
作
用
、

も
う
1
つ
は
、
ウ
イ
ル
ス
に
効
果
の
あ
る

た
ん
ぱ
く
質
を
誘
導
す
る
作
用
で
す
。

　

リ
バ
ビ
リ
ン
と
い
う
薬
の
内
服
と
併
用

す
る
治
療
が
し
ば
ら
く
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
2
0
1
1
年
11
月
よ
り
最
初
の
12

週
間
は
、
さ
ら
に
も
う
1
剤
内
服
す
る
治

療
（
3
剤
併
用
療
法
）
が
1
型
の
ウ
イ
ル

ス
に
お
い
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
〔
図
5
〕。
当
院
で
も
、
現
在
約
40
名
の

方
が
、
こ
の
治
療
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

治
療
期
間
は
？

　

通
常
、
週
1
回
の
ペ
グ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ

ロ
ン
注
射
※
と
、
内
服
薬
を
1
〜
2
種
類

服
用
す
る
と
い
う
併
用
療
法
を
半
年
間
行

い
ま
す
。
ウ
イ
ル
ス
量
が
少
な
い
場
合
な

ど
は
、
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
注
射
の
み
の

治
療
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

副
作
用
は
あ
る
の
？

　

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
注
射
後
は
、
発

熱
・
頭
痛
・
関
節
痛
な
ど
の
症
状
が
表
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
何
回
か
注

射
を
す
る
と
「
慣
れ
」
の
現
象
が
お
き
て
、

ほ
と
ん
ど
熱
は
出
な
く
な
り
ま
す
。
そ
の

他
に
も
貧
血
や
、
白
血
球
・
血
小
板
の
減

少
が
お
こ
る
た
め
、
最
初
の
8
週
間
は
毎

週
採
血
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
倦
怠
感
や

食
欲
不
振
を
伴
う
こ
と
が
あ
り
、
う
つ
や

間
質
性
肺
炎
な
ど
を
発
症
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
眼
底
出
血
が
お
こ
る
こ
と
も
あ

る
た
め
、
施
行
す
る
前
か
ら
、
定
期
的
に

眼
科
を
受
診
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

何
歳
く
ら
い
ま
で
治
療
で
き
る
の
？

　

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
の
治
療
は
、
だ
い

た
い
75
歳
く
ら
い
ま
で
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。
た
だ
、
自
己
免
疫
疾
患
を
も
っ
て

い
る
方
な
ど
、 

75
歳
未
満
の
方
で
も
で
き

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

費
用
は
？

　

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療
は
、
単
独
治

療
か
内
服
併
用
に
よ
る
治
療
か
で
費
用
が

異
な
り
ま
す
。
多
く
の
場
合
、
高
額
医
療

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
肝
炎
治
療
に

係
る
医
療
費
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
詳

し
く
は
上
記
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
わ
り
に

　

以
前
、Ｃ
型
肝
炎
は
、「
非
Ａ
非
Ｂ
肝
炎
」

と
言
わ
れ
、
そ
の
存
在
は
知
ら
れ
て
い
ま

し
た
が
、
1
9
8
9
年
に
Ｃ
型
肝
炎
が
同

定
さ
れ
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治

療
は
1
9
9
2
年
か
ら
始
ま
り
ま
し
た

が
、
ウ
イ
ル
ス
が
排
除
さ
れ
る
確
率
は
決

し
て
高
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
21
世
紀
に
な
り
、
新
し
い
治
療
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
ウ
イ
ル
ス

を
排
除
で
き
る
確
率
が
あ
が
り
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療
は
、
週
1
回

の
注
射
と
内
服
薬
を
半
年
間
施
行
し
ま
す

が
、
仕
事
を
続
け
な
が
ら
治
療
し
て
い
る

方
も
大
勢
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
治
療
を

希
望
さ
れ
る
方
や
、
話
を
聞
き
た
い
方

は
、
ぜ
ひ
消
化
器
内
科
の
外
来
で
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

※　

通
常
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
は
週
3
回
の
注

射
を
必
要
と
し
ま
す
が
、
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ

ン
に
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
グ
リ
コ
ー
ル
（
ペ
グ
）

を
付
加
し
た
ペ
グ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
は
、

週
1
回
の
注
射
で
済
み
ま
す
。

2
剤

3
剤

筆者紹介

消化器内科　診療科長
田原　利行 医師

《資格》
医学博士
日本消化器内視鏡病学会指導医
日本消化器病学会専門医
日本肝臓病学会専門医
日本内科学会総合内科専門医

原田　学 落合　康雄

上原　淳

平田　賢郎

石山　涼子

～消化器内科スタッフ～


